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解説

★★★★ （1） Bフィリピン海プレート、Cユーラシアプレートという。Aは太平洋プレート、Dは北アメリカプレートという。

★★ （2） 地震の規模を表すときはマグニチュードを用いる。地震の揺れの場合は震度を用いる。

★★★ （3） 大きな地震が起こりやすい場所はF地点である。

★★★★ （4） マグマのもとがつくられる場所はI地点である。

★★★ （5） 海底の深い溝を「海溝（かいこう）」といい、海底の大山脈を「海嶺（かいれい）」という。

★★★★ （6） Ｅの部分がもっとも新しい時期にできている。

★★★★ （7） 海のプレートが陸のプレートの下に沈み込んでいる（ウ）。

★★★★ （8） 8.5ｃｍ×10万年＝85万ｃｍ＝850000ｃｍ＝8500ｍ＝8.5ｋｍ

★★★★★ （9） 震源の深さには、「太平洋側は浅く、日本海になるほど深くなっている」という特徴がある。

（6） （7）

（4）

I

（9）

太平洋側は浅く、日本海になるほど深くなっている。

イ ウ
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a ｂ

海溝 海嶺

B C

フィリピン海プレート ユーラシアプレート

（1） （2）

マグニチュード

（3）

F

4.大地の変動（解答）

単元4 大地の変化

1

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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